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実
質
的
な
自
主
財
源
は

全
体
の
わ
ず
か　

・
７
％

　

歳
入
は
大
き
く
「
自
主
財
源
」
と
「
依
存
財
源
」

に
分
け
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
自
主
財

源
が
多
い
ほ
ど
、
行
政
活
動
の
自
主
性
と
安
定
性

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
福
智
町
の
自
主

財
源
は
全
体
の
25
％
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
依
然

と
し
て
財
政
基
盤
の
弱
さ
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
自
主
財
源
の
う
ち
の
繰
入
金
、
11
億

２
千
万
円
は
町
の
基
金
を
取
り
崩
し
た
金
額
な
の

で
、
基
金
取
り
崩
し
分
を
除
け
ば
全
体
の
16
・
７

％
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
町
税
が
前
年
度
に

比
べ
約
７
千
万
円
増
え
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、

特別会計・企業会計 予算額 ※（  ）は前年度比

老人保健特別会計 31億3,473万円（△1.2％）

国民健康保険福智町立
診療所事業特別会計 11億4,049万円（＋11.2％）

同和地区住宅新築資金等
貸付事業特別会計  2億9,440万円（△20.6％）

国民健康保険事業
特別会計 32億0,697万円（＋22.2％）

水道事業会計
（収益的収支）  5億8,077万円（△2.5％）

福
智
町
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
年
目
、
平
成
19
年
度
の
ま
ち
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

国
（
所
得
税
）
か
ら
地
方
（
住
民
税
）
へ
の
税
源

移
譲
に
と
も
な
う
増
額
が
主
な
理
由
で
す
。

23
億
８
千
万
円
を
返
済
に
充
て
る

　

左
に
あ
る
円
グ
ラ
フ
は
、
上
が
「
目
的
別
」
で

下
が
「
性
質
別
」、
と
も
に
一
般
会
計
予
算
の
歳

出
を
表
し
た
も
の
で
す
。

　

目
的
別
歳
出
で
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
や

行
政
上
の
特
色
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

性
質
別
歳
出
で
は
「
義
務
的
経
費
」「
投
資
的

経
費
」「
そ
の
他
の
経
費
」
に
区
分
す
る
こ
と
が

で
き
、
義
務
的
経
費
は
、
人
件
費
、
扶
助
費
、
公

債
費
で
、
支
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
経
費
で

す
。
投
資
的
経
費
は
、
道
路
や
公
共
施
設
の
建
設

な
ど
と
い
っ
た
公
共
工
事
に
か
か
る
経
費
で
、
普

通
建
設
事
業
費
、
災
害
復
旧
事
業
費
、
失
業
対
策

事
業
費
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。

　

福
智
町
の
義
務
的
経
費
は
約
68
億
６
千
万
円
で

50
％
を
超
え
、
そ
の
う
ち
の
公
債
費
（
借
金
を
返

す
お
金
）
は
、
約
23
億
８
千
万
円
（
17
・
５
％
）

を
し
め
て
い
ま
す
。

診
療
所
と
国
保
の
会
計
が
ピ
ン
チ

　

特
別
会
計
は
特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
に
、
特

定
の
歳
入
・
歳
出
を
一
般
会
計
と
区
分
し
て
経
理

す
る
た
め
の
会
計
で
す
。
福
智
町
に
は
４
つ
の
特

別
会
計
と
水
道
の
企
業
会
計
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

う
ち
、
特
に
厳
し
い
運
営
を
迫
ら
れ
て
い
る
の
が

診
療
所
事
業
特
別
会
計
と
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
で
す
。
本
年
度
予
算
で
み
る
と
診
療
所
事

業
特
別
会
計
が
約
２
億
８
千
万
円
、
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
が
約
７
億
９
千
万
円
の
歳
入
不

足
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

前
年
度
よ
り
約　

億
５
千
万
円

予
算
規
模
を
縮
減
、

不
足
し
た
７
億
６
千
６
百
万
円
を

基
金
取
り
崩
し
で
補
う

　

福
智
町
発
足
の
年
で
あ
る
前
年
度
（
18
年
度
）

の
一
般
会
計
予
算
は
、
旧
町
か
ら
の
事
業
を
継

続
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
た
た
め
、
約

１
５
３
億
円
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
平
成
19
年
度

に
お
い
て
は
、
事
業
費
を
抑
え
た
予
算
編
成
に
よ

り
、前
年
度
よ
り
も
約
17
億
５
千
万
円
縮
減
し
て
、

総
額
約
１
３
６
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
歳
入
グ
ラ
フ
の
繰
入
金
の

金
額
に
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
基
金
（
町
の

貯
金
）
を
約
11
億
円
取
り
崩
し
て
補
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
う
ち
、
減
債
基
金
を
取
り
崩
し
て
財
源

不
足
に
充
て
た
金
額
は
７
億
６
千
６
百
万
円
。
前

年
度
の
予
算
よ
り
も
さ
ら
に
規
模
を
縮
小
し
、
約

17
億
５
千
万
円
減
額
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
約

７
億
６
千
万
円
の
財
源
が
不
足
し
て
し
ま
う
と
い

う
厳
し
い
状
況
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
福
智
町
と
し
て
の
新

し
い
個
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
に
は
、
行
財
政
改
革
を
実
行
し
、
成
功
さ
せ
る

必
要
が
あ
り
、
現
在
、
計
画
づ
く
り
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

依
然
と
し
て
、
行
財
政
改
革
と
合
併
効
果
を
表
す
前
の
厳
し
い
財
政
状
況
で
す
。

町
で
は
、
前
年
度
よ
り
約
17
億
５
千
万
円
削
減
し
た
一
般
会
計
当
初
予
算
を
編
成
。

特
別
会
計
を
あ
わ
せ
た
予
算
総
額
、
約
２
１
８
億
５
千
万
円
で
最
大
の
効
果
を
図
り
ま
す
。

行財政改革の答申を受け、実施計画を策定する平成19年度。
改革の本格実施前年にあたる本年度は、事業を抑えた緊縮型予
算（前年度比△11.4％）で正念場を乗り切ります。19年度末
の地方債（借金）残高は前年度末に比べ約６億５千万円減額の
255億円、基金の総合計残高は122億円が見込まれています。

一
般
会
計

歳
入

一
般
会
計

歳
出
目
的
別

一
般
会
計

歳
出
性
質
別

地方債（借金）残高の推移

平成17年度決算額 約238億円

平成18年度見込額 約261億円

平成19年度見込額 約255億円

基金（貯金）総合計残高の推移

平成17年度決算額 約116億円

平成18年度見込額 約133億円

平成19年度見込額 約122億円
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